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前提条件（2024年7月以降）

鉄スクラップ 電気銅 金 銀 ニッケル コバルト 為替

50,000円/t 1,500円/kg 11,000円/kg 140,000円/kg 2,700円/kg 4,100円/kg 140円/USD

2029.6 860億円

売上高

47億円

経常利益

14%

ROE

9%

ROIC

2025.6 535億円 20億円 8.5％

2027.6 680億円 31億円 11.5％

-％

-％

*ROIC＝（経常利益×(１－実効税率))÷（自己資本＋有利子負債) 
*自己資本、有利子負債は期首期末の平均

⚫ 売上高CAGRは10.5%、経常利益CAGRは21.4% (*2024/６-2029/６の５年間で計算)

⚫ 中計2028では最終年である2028年6月期の目標利益を50億円としましたが、今回2029年6月期の経常利益を47億円に修正

⚫ 今回より、M&Aによる売上利益の想定増額を除いた形で目標設定

中計2029の財務目標
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セグメント別の財務目標

経常利益 2025 2027 2029

連結 2,000 3,100 4,700

資源循環事業 2,000 2,750 3,700

グローバルトレーディング事業 540 900 1,350

リチウムイオン電池リサイクル事業 ▲15 150 300

その他 100 200 300

調整額 ▲625 ▲900 ▲950

売上 2025 2027 2029

連結 53,500 68,000 86,000

資源循環事業 25,500 29,500 34,000

グローバルトレーディング事業 32,000 42,000 55,500

リチウムイオン電池リサイクル事業 1,250 1,850 2,200

その他 500 700 900

調整額 ▲5,750 ▲6,050 ▲6,600

（単位：百万円）

• 資源循環事業は、仕組みによる集荷力強化とCEの具体的事例の実現が目標利益達成のカギ

• グローバルトレーディング事業は、資源流通事業のモデルチェンジによるV字回復、物流代行サービスの10%程度の安定成長が目標利益達成のカギ

• リチウムイオン電池リサイクル事業は、戦略事業として先行投資が続く。湿式製錬の実証プラントは現段階では中計に織り込んでいない
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【参考】当社のローリング方式について

当社は変革期を迎えており、昨今の急変する市場に柔軟に対応するべく、
5年間の中期経営計画を毎期再考し、ローリングする方針である

2023.6 2024.6 2025.6 2026.6 2028.6 2029.62027.6 2030.6

中計2027

中計2028

中計2029

中計2030

今回発表

来期予定
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8.9% 9.3%
8.0%

9.2%
8.6%

7.1%

5.3%

12.1%

21.6%

7.7%
3.2%

ROEと株主資本コストについて

株主資本コスト*
8％-9％

当社ROE

当社株主資本コスト 目標ROE

*10年間の月次データを用いてベータを算出
*過去51年分のTOPIXのヒストリカルリターン

• 当社グループのROEは市況に依存し、大きなボラティリティが生じている

• 株主資本コストをROEが下回っている

• 独自技術・ノウハウ活用による利益率の高い事業の拡大・育成と、サービス事業比率の拡大により、
EPSの伸長及びROEのボラティリティ低減を目指す

独自事業拡大と育成 不採算事業の撤退 適切な借入

純利益率

×

財務レバレッジ

ROE ＝

総資産回転率

×

重点課題

14年6月   15年6月    16年6月  17年6月    18年6月     19年6月    20年6月     21年6月   22年6月 23年6月   24年6月

サービス事業比率の拡大 取扱量拡大 株主還元
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事業ポートフォリオの選択と集中

セグメント 事業名 2025～2026年 2027～2029年 2029/6 財務目標

資源循環

金属資源
・メタルリサイクルの高度化
・リサイクル燃料事業へ投資

・製品CE事業の拡大
・再資源化拠点の拡充

売上高：34,000

経常 ：3,700

利益率：10.9% (2024年 7.6%)

焼却灰 落じん灰からの金銀滓*回収事業の増強 主灰からの金銀滓回収事業に注力

解体
・案件対応能力強化（有資格者増員）

・提携先の拡大
ビルサーキュラー

（グリーンスチールの循環）

ポリマー 設備投資、R&D 樹脂、ゴムの再生素材供給

グローバル
トレーディング

資源貿易 国内電炉との連携 海外での事業投資 売上高：55,000

経常 ：1,350

利益率：2.5% (2024年 1.2%)
物流代行 営業エリアの拡大 商材の多様化

リチウムイオン
電池リサイクル

LIB
リサイクル

・BM関西プラント計画
・BMの加工受託事業

・BM製造拠点拡充
・溶媒抽出実証プラント稼働

売上高：2,200

経常 ：300

利益率：13.6% (2024年 13.9%)

単位：百万円

• 2025-2026年は、機能強化、規模拡大を図る（LIBリサイクルにおいては、30年頃まで投資フェーズを継続）

• 2027-2029年は、投資回収、及びCE事業を拡大する

• M&A、JV設立等の投資活動により、前倒しでの目標達成を目指す

*金銀滓：金・銀・プラチナ・パラジウムなどの混合物
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0

1,000

2,000

3,000

4,000

EBITDA 「営業CF」-「棚卸資産の増減額」

▲ 1,000

0

1,000

2,000

3,000

4,000

【参考】営業キャッシュフロー、棚卸資産の関係

EBITDA

営業CF ＋ 棚卸資産の増加分

• （営業CF＋棚卸資産の増加分）とEBITDA*は相関する

• 営業CFのボラティリティは、棚卸資産に依存する

• 棚卸資産の多くは換金性の高いスクラップである

*EBITDA＝営業利益＋減価償却費＋のれん償却費

（百万円）

営業CF (営業CF + 棚卸資産の増加分) と EBITDA

（百万円）
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資源循環 焼却灰事業の概要

主灰、落じん灰からの金銀滓*回収

落じん灰からの金銀滓回収

700億円

70億円

事業概要と最近の事例

主灰、落じん灰からの金銀滓回収売上＝１：２

約510万円／年の費用削減効果が見込まれる

落じん灰処分費
約400万円削減

静岡県富士宮市の事例（2024年）

これまでセメント化・焼成処理等をしていた焼却灰のうち
約100t/年の落じん灰をエコネコルが買取開始

落じん灰売却益
＋約110万円

日本の（一廃）焼却灰
約300万トンが埋立処分

可燃ごみ

金銀滓
（貴金属MIX）

鉄・アルミ等

地域産業へ

地域社会
（都市鉱山）

クリーンセンター
（焼却施設）

金銀滓回収設備

金属精錬会社

焼却灰
（落じん灰）

（静岡・函館）

1. 再資源化率の向上

2. 歳入増加と歳出減少

3. 処分場の延命化

当社2029年６月期 目標割合

*金銀滓：金、銀、銅、プラチナ、パラジウムの濃縮滓

*落じん灰：焼却灰の中で、ストーカ炉の火格子の隙間から落下する灰

主灰＋落じん灰*マーケット（毎年再生産される人工金鉱脈）

（当社調べ）
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資源循環 焼却灰事業のKPI

①落じん灰からの金銀滓回収事業

②主灰からの金銀滓回収事業

主灰の資源化会社とのアライアンス

23件

2024年 2029年

66件

現在23件と取引中であり、取引予定の自治体が20件ある。更なる営業活動により、66件の自治体との取引を目指す

01

02 最終処分場とのアライアンス

*2029年までの目標

売上目標 12億円 ※2029/6 利益目標 ６億円 ※2029/6

KPI① 取引中自治体数

KPI② 金銀滓回収量 600ｔ

取引予定自治体数 20自治体

*処理能力100t以上のストーカー炉は390施設

シェア率目標 17% (66施設/390自治体)

参考数値

（契約済みだが、稼働前）
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【参考】落じん灰とは

出典：一般廃棄物焼却プロセスにおける有価金属の落じん灰への移行挙動の解明JFE技研㈱他 を基に当社改変

落じん灰
（焼却灰のうち1～5％）

• 落じん灰は、ストーカ炉の火格子の隙間
から落下する灰のこと

• ストーカ炉式の一般的な焼却施設は、①
落じん灰、②主灰が合流して排出される

• 落じん灰を別取りすることで有価買取が
可能

• 主灰にも貴金属が含まれるが、そのまま
では買取できる含有量に満たない

焼却施設・クリーンセンター
（ストーカ炉式）

① 落じん灰

② 主灰

③ ボイラー灰

④ 調温塔灰

⑤ 飛灰

1トン中数グラムの貴金属等を含有
（濃度には地域差があります）

金属精錬会社金銀滓回収設備
（静岡・函館）

落じん灰 金銀滓

残渣灰

埋立または灰溶融等

貴金属単体

メーカーへ
*金銀滓：金、銀、銅、プラチナ、パラジウムの濃縮滓
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資源循環 解体・撤去ワンストップサービス

0

2,000

4,000

6,000

8,000

2020 2022 2024 2026 2028 2030 2032 2034

（億円）

実績  推定

*実績値：「建設工事施工統計調査報告 令和4年度実績（国土交通省）」より
推定値：50年前の建設投資額×1.5％で算出。建設投資額は「令和３年度 建設投資見通し（国土交通省）」より

2024年9月～10月稼働予定

機能を強化することで、大きなトップラインの伸長を目指す

資源循環事業において、解体新会社設立

✓ バブル経済期の建設物が解
体のサイクルに入る

✓ 国内産業の成熟化・衰退に
伴う更新・撤退需要の取込

01 物件情報とのタッチポイント増強

施工管理能力の向上02

解体工事の市場規模が今後３倍程度になると推測

関係性構築済みのスクラップ業界、リース会社、銀行、リユース会社、
不動産デベロッパー、医療コンサル等へネットワークを拡大

解体工事（元請）の市場規模*

有資格者を増やし、大規模工事の案件遂行能力を獲得

24/6 25/6 26/6 27/6 28/6 29/6

実績

実績を蓄積し、
リピート含め案
件を増加させる

解体副産物の低炭素リサイクルの需要が増加
→資源循環、解体サービスの双方を提供

売上高成長イメージ

KPI 施工管理技士数  +28人 (2024/6~2029/6)
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資源循環 ポリマー（樹脂、ゴム）事業の方向性

現在６割超を占める

サーマルリサイクル

マテリアルリサイクル

へ シフト

現在のリサイクル市場の構成

01 廃棄物原料の安定調達 再生原料化技術の高度化02

マテリアルリサイクルに向けた注力ポイント

再生素材の製造、量産化03

プラスチック循環利用協会「プラスチックリサイクルの基礎知識」

ケミカル
リサイクル

3％

マテリアルリサイクル
15％

サーマルリサイクル
63％

824万ｔ

焼却

埋立

日本自動車タイヤ協会「2022年廃タイヤリサイクル状況」

埋立

輸出

100万ｔ

サーマルリサイクル
66％

マテリアルリサイクル
15％

廃プラスチック 廃タイヤ

ケミカルリサイクル
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資源循環 再生材の義務化規制に伴い市場要求への対応力を強化

• 欧州ELV規則案において新車製造への再生材使用が義務化される見込み

• リサイクル機能とコンパウンド機能で動脈サプライチェーンの高い要求（安定調達、品質調整、環境負荷物質管理）に対応

廃タイヤ

ペレタイズ/コンパウンド
成形

破砕
磁選/風選

使用～廃車

高度選別施設による
素材選別

鉄・非鉄金属
軽量ダスト

ASR*
（プラ＋ゴム）

部品サプライ
チェーン

自動車
メーカー

RPF*
（低炭素燃料）

破砕
磁選/風選

Mixプラ

固形燃料
製造

Mixゴム

*ASR：Automobile Shredder Residueの略。解体業者・破砕業者の再資源化基準に従って事前選別処理品目の回収等が行われた後発生する自動車由来のシュレッダーダスト

*RPF：Refuse derived paper and plastics densified Fuelの略。廃プラスチック類と紙ごみ類を主原料に圧縮してつくる、CO₂排出量を削減できる環境配慮型燃料

再資源化原料

再生品・再生素材

機能連携

  再生
プラスチック

 再生
ゴムマット

調達と
品質に
関する
対話
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【参考】欧州における自動車の循環設計とELV管理規則（案）

●規則発効から72カ月後までに上記25%及び6.25%の目標を自動車メーカーは、達成する必要がある

●廃車からのプラスチック回収がこれまで以上に求められ、廃車を破砕（シュレッダー）して金属等の選別・回収を行った後、最
終的に残る自動車シュレッダーダスト（Automobile Shredder Residue、ASR）から、更にプラスチックを選別し回収する必
要性が高まる

●自動車シュレッダーダストから、選別されたプラスチックの品質を向上させるためのコンパウンド技術及び含有する化学物質
の管理が求められる

【規則への具体的な対応】
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グローバルトレーディング 市況と今後の方向性

• 鉄スクラップは脱炭素の流れの中で今後も旺盛な需要が予想されるが、鉄スクラップ価格は国内高、海外安の流れが当面継
続することが予想される

サービス業の拡大
・好調な物流代行サービスでは、人員の増強及び新規商材の取扱いにより更なる規模拡大を実現する
・港における再生原料のストック・積み出し能力を活かし、効率的な輸送スキームを提供する

電炉比率の拡大に伴い、鉄スクラップの
国内需要量が発生量を上回る

・鉄スクラップ輸出量の減少
・国内鉄スクラップ需要の増加

*日鉄総研株式会社「カーボンニュートラルを踏まえた我が国金属産業の持続的発展に向けた調査事業」より

0

1000

2000

3000

4000

5000

2019 2019 2030 2030 2050 2050

その他

新設電炉

電炉

転炉

スクラップ
需要量

スクラップ
供給量

スクラップ
需要量

スクラップ
供給量

スクラップ
需要量

スクラップ
供給量

輸出
不足分

不足分

01

02

03

国内商流の拡大
・国内高・海外安に対応すべく、国内電炉メーカーと連携して国内販売量を拡大する
・市況に応じて国内外で最適なビジネス（輸出、三国間貿易、輸入）を行える体制を整える

海外への事業投資
・今後の成長が見込まれる東南アジア市場で一定規模のビジネスを準備する
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リチウムイオン電池(LIB)リサイクル 市場と工場の拡張計画

0

50,000

100,000

150,000

2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2039 2040

自動車系LIB 民生品LIB LIB製造工場工程廃材 ESS

• 工程廃材＋使用済みポータブルLIB＋自治体回収LIB +使用済みESS(定置式LIB)＋使用済みEVのLIB
→市場成長に合わせて柔軟に対応する

*当社作成の市場予測

10,000

15,000

2025
0

5,000

14,000t

2018 2024 2027

静岡プラント稼働

茨城プラント稼働

関西プラント稼働

海外プラント稼働

2027年発生の工程廃材品の30%に相当=
LIB処理能力：t

市場成長の中でトップシェアになるべく、生産能力を拡充していく

単位：ｔ

8.6倍国内の市場成長

2023年→2040年

2035年以降の使用済みEV及びESS
由来LIB発生量増までの間、工程廃
材や使用済みポータブルLIB等の民
生品のLIB回収に注力

①工程廃材及び廃LIBの調達力拡充

②ブラックマス製造拠点の拡充

③湿式製錬実証プラントの稼働

今後の取組
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経営基本方針
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ミッション実現のためのマテリアリティ特定
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事業戦略
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サーキュラーエコノミー（CE）をリードするための戦略全体像



25

CEをリードするための強み・優位性と注力すべき戦略の方向性

CE市場の創出 と ポジション確保

当 社 の 強 み ・ 優 位 性

注 力 す べ き 戦 略 の 方 向 性

高度な物理選別
設備・プロセス
・ノウハウ

リサイクル
エンジニアリング
の専門性

コンサルティング
及び企画提案力

全国複数拠点と
海外を含めた流通
ネットワーク

解体から資源循環
まで一貫サービス

廃棄物・金属スクラップの破
砕・選別技術において金属・
プラスチックの種別等の素材
別に高度選別し、ダスト（廃
棄物）についても最小化でき
る高度なプロセス・設備

高度選別の基礎となるリサイ
クルプラントのプロセス設計、
プラント改良技術等のノウハ
ウ、エンジニアリング技術と
強い組織体制

サーキュラーエコノミーや再
生素材の用途開発に応えるコ
ンサルティング力、CEモデル
構築等の企画提案力

全国の複数ヤード拠点を経由
した集荷網、海外も含めた廃
棄物・スクラップの販売流通
ネットワーク

工場の解体や設備撤去の全国
サービスと、解体・撤去から
発生する廃棄物・金属スク
ラップの広域資源循環

1. 2. 3. 4. 5.

再生素材製造技術と分析･品質管理
廃棄物から選別した素材を製品の原料として活用できる再生素
材まで品質を向上させる製造技術と品質管理ノウハウ

仕組みによる集荷力
企業とのパートナーシップや静脈物流を含めたCEスキーム構築
等で再生素材原料を安定的・広域的に回収するシステムを構築
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エンビプロがターゲットとする素材
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【参考】欧州における重要原材料法案の改正について
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人的資本投資

創発的能力を備えた自律した個人の規律ある集団

組織イメージ

良い組織風土の醸成

強い企業文化の形成

組織のミッション

採
用

育
成

定
着

事業推進人材採用

新卒採用

成長できる喜び

定着率

ビジネススクール満足度

多様な人材の活躍 女性管理職比率

人材育成 事業推進人材育成

従業員満足

中途採用と新卒採用

グループ
ナレッジの共有

リファラル・カムバック採用採用手法の多様化

定昇＋ベア

30人

40人

90％

95％

100％

20％

40人

全社員の20％

３％以上/年

18人*

14人*

69.4％
（2023.6）

89.4％

95.3％

8.7％

28人*

全社員の10.3％

5.62％

*2023６月期～2024年6月期の累計の人数を記載

KGI

事業推進人材
100人創出

KPI 進捗(2024.6) 目標(2028.6)
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本資料は投資家の参考に資するよう、株式会社エンビプロ・ホールディングスの現状を

理解していただくために作成したものです。

本資料に記載された内容は、現時点において一般に認識されている経済・社会等の情勢

及び弊社が合理的と判断した一定の前提に基づいて作成されておりますが、

経営環境の変化等の事由により、予告なしに変更される可能性があります。

本資料に関する注意事項



株式会社エンビプロ・ホールディングス

経営管理部

TEL （0544）21-3160

URL https://www.envipro.jp/

本資料及びIRに関するお問い合わせ先
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